
最
寄
り
駅
は
Ｊ
Ｒ
・
京
阪
石

山
駅
で
す
。
石
山
駅
と
リ
バ
ー

ヒ
ル
大
石
間
は
「
リ
バ
ー
ヒ
ル

大
石
」
が
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
送

迎
し
て
く
れ
ま
す
。

当
日
は
、
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

で
汗
を
流
し
、
食
卓
を
囲
ん
で

昼
食
を
い
た
だ
き
な
が
ら
近
況

を
語
り
、
楽
し
い
一
日
に
し
ま

し
ょ
う
。

当
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
詳
し

い
こ
と
は
次
号
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

集
合
時
間
と
場
所
は
次
の
通

り
で
す
。

日

時６

月

２

日

（
土
）

午

前

十

時

集

合

場

所

Ｊ

Ｒ

石

山

駅

北

口

（

旧

Ｎ

Ｅ

Ｃ

・
琵

琶

湖

側

）

「
私
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
」

谷
口

き
よ

私
は
、
地
域
の
社
会
福
祉
協

議
会
で
「
す
こ
や
か
サ
ロ
ン
」

と
い
う
お
年
寄
り
の
ミ
ニ
デ
ィ

サ
ー
ビ
ス
活
動
に
自
分
自
身
も

楽
し
み
な
が
ら
参
加
し
て
い
ま

す
。
月
２
回
、
東
本
願
寺
の
山

科
別
院
を
借
り
て
、
介
護
予
防

の
お
話
や
体
操
、
手
作
り
手
芸
、

映
画
鑑
賞
な
ど
み
な
さ
ん
の
希

望
を
聞
き
な
が
ら
色
々
な
取
り

組
み
を
し
て
い
ま
す
。

あ
と
一
回
は
、
ド
ラ
イ
ブ
で

男
性
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
マ
イ
カ
ー

付
き
参
加
で
、
毎
月
六
，
七
台

連
ね
て
京
都
、
滋
賀
他
近
畿
圏

内
へ
出
掛
け
て
い
ま
す
。
今
年

い
っ
ぱ
い
は
、
西
国
33
ヶ
所
め

ぐ
り
を
実
施
中
で
す
。

も
う
数
年
先
に
は
、
私
も
参
加

者
と
し
て
楽
し
く
参
加
し
た
い

な
あ
。
新
し
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

さ
ん
も
増
え
て
・
・
・
・
と
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。
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毎
日
新
聞
２
月
21
日
の
記
事

に
よ
り
ま
す
と
、
滋
賀
県
後
期

高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会
は
、

２
０
１
２
～
２
０
１
３
年
度
の

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険

料
年
額
を
平
均
５
５
６
９
円

（
９
・
９
％
）
引
き
上
げ
る
条

例
改
正
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

２
年
ご
と
の
改
定
で
、
４
月
か

ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

1
人
あ
た
り
平
均
保
険
料
は

現
行
の
５
万
６
０
４
９
円
か
ら

６
万
１
６
１
８
円
に
上
が
り
ま

す
。
医
療
費
の
伸
び
に
加
え
、

前
回
改
定
で
上
昇
率
を
抑
制
し

た
反
動
で
、
前
回
時
（
１
６
８

０
円
増
）
よ
り
大
幅
な
増
加
と

な
っ
て
い
ま
す
。
所
得
割
率
は

７
・
18
％
か
ら
８
・
12
％
、
均

等
割
額
は
３
万
８
６
４
５
円
か

ら
４
万
１
７
０
４
円
に
そ
れ
ぞ

れ
上
が
り
ま
す
。
滋
賀
県
の
値

上
げ
は
、
徳
島
県
（
13
％
）
，

宮
崎
県
（
10
・
７
％
）
に
次
い

で
３
番
目
の
大
幅
な
値
上
げ
で

す
。
前
回
改
正
時
に
は
、
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
の
廃
止
を
掲

げ
た
民
主
党
政
権
が
成
立
し

「
次
回
は
制
度
そ
の
も
の
が
な

く
な
る
と
予
想
し
て
財
源
に
積

立
金
等
で
対
応
」
と
こ
ろ
が
２

年
経
っ
て
も
医
療
制
度
は
そ
の

ま
ま
、
滋
賀
県
選
挙
区
・
小
選

挙
区
の
国
会
議
員
す
べ
て
を
占

め
る
民
主
党
の
制
度
廃
止
の
約

束
反
故
で
大
幅
値
上
げ
と
な
り

ま
し
た
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
が
で

き
た
当
時
大
き
な
批
判
が
あ
っ

た
保
険
料
の
漸
増
シ
ス
テ
ム
も

現
実
の
も
の
と
な
っ
て
き
ま
し

た
。
厚
労
省
社
会
保
険
審
議
会

の
制
度
概
要
に
よ
れ
ば
、
被
保

険
者
の
支
払
う
保
険
料
は
、
２

０
０
８
年
４
月
創
設
時
の
予
想

医
療
費
総
額
の
10
％
か
ら
、
２

年
ご
と
の
改
定
で
医
療
費
の
伸

び
に
加
え
、
「
若
人
人
口
の
減

少
」
に
よ
る
若
人
一
人

当
た
り
の
負
担
増
に
つ

い
て
、
後
期
高
齢
者
と

若
人
と
で
半
分
ず
つ
を

負
担
。
若
人
減
少
率
の

1
／
２
を
後
期
高
齢
者
の
保
険

料
率
を
引
き
上
げ
で
負
担
す
る

よ
う
に
設
計
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
当
時
の
試
算
で
は

８
年
後
の
２
０
１
５
年
に

は
、
保
険
料
の
負
担
比
率

が
10
％
か
ら
10
・
８
％
に

な
る
と
推
計
し
て
い
ま
し

た
。年

金
は
６
月
に
０
・
３

％
、
12
月
に
０
・
９
％
合

わ
せ
て
１
・
２
％
も
減
額

さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
っ
て

い
ま
す
。
年
金
だ
け
が
た

よ
り
の
高
齢
者
に
と
っ
て

「
ど
う
し
て
暮
ら
し
て
い

く
の
か
。
」
と
悲
鳴
が
あ

が
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
年
金
天
引
き
の

65
歳
以
上
の
介
護
保
険
料

も
４
月
か
ら
全
国
平
均
月

４
１
６
０
円
か
ら
５
０
０

０
円
程
度
へ
大
幅
ア
ッ
プ

と
な
る
見
込
み
で
す
。

民
主
党
野
田
政
権
は
、
消
費

税
10
％
へ
の
増
税
を
今
国
会
に

上
程
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
民
主
党
政
権
が
２

０
１
３
年
度
導
入
を
検
討
し
て

い
る
高
齢
者
医
療
の
「
新
制
度
」

案
は
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
を

現
役
世
代
と
「
別
勘
定
の
国
保
」

に
加
入
さ
せ
、
負
担
増
や
年
齢

に
よ
る
差
別
の
対
象
を｢

75
歳
以

上｣

か
ら｢

65
歳
以
上｣

に
広
げ
る

と
い
う
も
の
で
す
。

同
時
に
、
市
町
村
運
営
の

「
国
保
」
を
都
道
府
県
単
位
の

広
域
化
を
狙
っ
て
国
の
負
担
を

減
ら
し
医
療
費
の
増
加
分
を
被

保
険
者
の
負
担
で
賄
う
制
度
に

改
正
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
す

み
や
か
に
廃
止
し
て
、
元
の
老

人
保
険
制
度
に
戻
さ
せ
、
国
保

会
計
へ
の
国
庫
支
出
を
現
在
の

25
％
か
ら
50
％
に
戻
さ
せ
る
。

こ
の
方
向
し
か
老
後
の
安
心

安
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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滋
賀
県
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
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４
月
か
ら
大
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げ

平
均
９
・
９
％
（
年
５
５
６
９
円
）

● 前回号の訂正をお願いします。「今年は

10月から０.９％引き下げます。」を「今年は12

月から・・・」に訂正 して下 さい。

今回号から部会員の近況報告欄をもうけま

した。谷口 さんに第 １回 をお願いしました。みなさ

んからの投稿をお願いします。(三橋 ）

編 集 後 記


